
集約・連携型都市づくりの更なる推進について 

 これまで、ご意見をいただき策定作業を進めてきた、「第三次富士市都市計画マスタープラン」及

び「富士市集約・連携型都市づくり推進戦略」を令和６年３月に策定する予定です。 

今後は、主要な公共交通の結節点等に都市機能や住居を集約し、公共交通のネットワークでこれ

らの結節点や地域を連携させる「集約・連携型都市づくり」を引き続き推進するとともに、都市と

しての個性を磨き、地域における価値や魅力を高め、「暮らしたくなる」、「働きたくなる」、「訪れた

くなる」、「投資したくなる」都市として多くの人に選ばれる都市づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境を守り継承 

する脱炭素の都市 

多彩な産業が持続的 

に発展する都市 

活発な交流が 

創出される都市 

強さとしなやかさを 

備えた安全な都市 

多様な交通手段に 

より移動しやすい都市 

誰もが快適・便利に 

生活できる都市 

都市づくりの 
基本理念 

富
士
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と
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も
に
輝
き 

誰
も
が
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
と 

思
え
る
都
市
づ
く
り 

 

 両計画は、令和３年度に実施した市民意向調査の結果を踏まえて策定作業を進めてまいりました。 

 市民意向調査では、「将来望む富士市の姿」や「魅力のある地域」に関する設問において、共通して

「安全・安心」、「生活利便性」、「公共交通の利便性」を求める声が強く、それらを反映した計

画となるよう策定に取り組んできました。 

 このことから、今回は、この共通したテーマについて、今後本市がどのような都市づくりを進めていったら良

いか、また、どんな施策・取組を求めるかなどのご意見に加え、両計画の推進の鍵となる「効果的な周

知」に関する取組などについてもご意見を伺いたいと思います。 

都市づくりの目標 
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骨格形成の 
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利
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動
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●市街化区域の基本方針 ●誘導区域の基本方針 
●市街化調整区域の基本方針 ●都市計画区域外の基本方針 

 土地利用の基本方針 

 都市交通の基本方針 

 都市環境の基本方針 

 都市防災の基本方針 

 都市景観の基本方針 

●公共交通体系の基本方針 ●道路交通体系の基本方針 
●自転車・歩行者空間の整備方針 ●その他の交通施設の整備方針 

●水・緑の環境整備とネットワーク化 ●良好な市街地環境の創出 
●資源循環型社会の形成と脱炭素化の促進 

●防災施設整備の基本方針 ●防災意識啓発の取組に関する基本方針 
●市民や事業者との協働による事前復興等の取組に関する基本方針 

●まちのシンボルとなる景観の保全・形成 ●魅力的なまち並み景観の保全・形成 
●自然・風土・歴史的な景観の保全・形成 

都市づくりの基本方針 関連施策・取組例 

第三次富士市都市計画マスタープラン 富士市集約・連携型都市づくり推進戦略 

 まちなか拠点にふさわしい市街地再開発 

 デジタル技術を活用した土地利用情報の提供 

 市街化調整区域の地区計画制度の運用       等 

 公共交通結節点の機能強化 

 新たな公共交通サービスの導入 

 地域生活拠点等における移動の円滑化       等 

 空き家の有効活用 

 富士市富士・愛鷹山麓地域の森林機能の保全に関する条例の運用 

 Eco-DRR・グリーンインフラの取組の推進      等 

 水災害対策プランに基づく河川の整備 

 防災マップの活用や防災講座等による市民への防災啓発 

 風水害時のタイムラインの作成          等 

 富士市無電柱化推進計画に基づく取組の推進 

 良好なまちなか拠点を形成する土地区画整理 

 市街化調整区域における開発許可制度の運用    等 

今回いただきたいご意見 

56.5%

54.3%

43.1%

38.1%

25.6%

0% 20% 40% 60%

自然災害に強く、犯罪が少ない安全・安心な都市

買い物が容易で様々な公共サービスが受けられる、
生活利便性の高い都市

歩きやすく交通機関の利便性も高い、移動しやすい都市

富士山の眺望が守られ、まちなみが周辺環境と調和した都市

安定した雇用と活発な経済活動を生み出す、
産業が発達した都市

＜ 将来望む富士市の姿 (上位 5項目) ＞ ＜ 魅力を感じる地域 (上位 5項目) ＞ 

74.2%

60.6%

56.7%

38.3%

26.3%

0% 20% 40% 60% 80%

日常生活サービス施設（スーパーマーケットや病院等）が
充実している地域

災害の危険が少ないか、災害に十分に備え
安心して暮らせる地域

公共交通の利便性が高い地域

道路や公園等の都市基盤が充実した地域

自然環境が豊かな地域

市民意向調査の結果（令和 3年度実施） 

「安全・安心」、「生活利便性」、 
「公共交通の利便性」 を望む声が最も多い 

反映 反映 反映 

資料 No.3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


